
エレベーター精密模型 2017₋09₋03 PIC クラブ 

工房千利  エレベーター精密模型 

１． 概要  （ 縮尺１／２５イメージ ） 

① 大きさ：Ｄ１６０ｍｍ Ｗ１５０ｍｍ Ｈ４６５ｍｍ 

② 階高 ：１２０ｍｍ（ 実機の階高３０００ｍｍに相当 ） 

③ 速度 ：４５ｍ／min 相当   

④ 模型ならではの特殊装置：主索弛み防止装置装備 

 

２． ハード 

① メインＣＰＵ：１６Ｆ８８６  

資源Ｉ／Ｏ ２４＋１ポート（入力６ポート 出力１９ポート） 

  必要な信号  

・入力約３０個（１４入力＋１３入力１ポート．９入力１ポート） 

   個別入力 ４ビットＤ／Ａ変換１ポート 乗り場扉閉検出１ポート  

専用２ポート 

・出力約１５個（５＋４ポートで２０種類のダイナミック表示） 

個別出力 モーター制御３ポート サブＣＰＵ指令Ｄ／Ａ変換３ポート  

 専用２ポート ＬＣＤ制御用２ポート 

  ② サブＣＰＵ：１２Ｆ６８３  

資源Ｉ／Ｏ ６ポート（ 入力２ポート 出力２ポート ） 

    必要な信号  

・入力７種類（４ビットＤ／Ａ変換１ポート ３ビットＤ／Ａ変換１ポート） 

     ・出力 ドア駆動サーボ制御用ＰＷＭ１ポート 照明制御用１ポート 

 

３． ソフト（ アセンブラ ） 

① メイン、サブＣＰＵ共１mSec 割込み  

メイン１２ステージ サブＣＰＵ５ステージに分割し各ステージで処理 

② メイン デバック用モニターＬＣＤ処理 （１行に７信号×４行 ２８信号表示 ） 

ステージ６、１２で各４文字処理（２文字処理３６０μSec） 

タイマーは５０μSecＬＣＤ処理のみで使用 

（ 初期設定以外でタイマーは使用しない ） 

③ プログラム容量 メイン ０７ＡＣｈバイト  サブ ０２１９ｈバイト 

 

４． その他 

① ＬＣＤデータ４ビットとダイナミック表示用の４ビットを供用 

・ＬＣＤはステージ６、１２で使用（７演算周期約８４mSec で全データ表示） 

・表示灯処理はステージ１～５と７～１１で同じ処理をする 

② ＰＩＣの抵抗ラダーＡ／Ｄ変換は目的にもよるが３０信号程度まで耐えそう 

③ メインＣＰＵ－サブＣＰＵ間４芯ケーブルに電源２芯、信号２芯で使用 


